
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
七
年
十
二
月

藤
原
経
範
撰

「善
慧
上
人
賛
」
に

つ
い
て

中

西

随

功

一

小
稿

で
は
藤
原
経
範

(
一一

八
七
～
一

二五
七
)
に
よ
る
西
山
善
慧
證

空

(
一
一七
七
～

一
二
四
七
)
の
賛
の
内
容
と
そ
の
撰
述
の
背
景
に
つ
い

て
述
べ
る
。

周
知

の
如
く
、
賛
と
は
人
物
や
事
物
を
讃
す
る
詩
文
の
こ
と
で
あ
る
。

も
と
は
七
世
紀
前
半
の
唐

の
太
宗
の
頃
か
ら
始
ま
り
、
日
本
に
お
い
て

も
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
賛
の
文
体
は

二
句
四
言
、

五
言
、

七
言
で
書
か
れ
、
隔
句
に
脚
韻
を
ふ
む
の
が
通
例
で
あ
る
。

こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
は
現
在
、
和
歌
山
市
梶
取
総
持
寺

の
宝
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
持
寺
は
西
山
浄
土
宗
の
檀
林
寺
院
で
紀
泉

地
方
の
中
心
的
名
刹
で
あ
る
。
こ
の
総
持
寺
は
宝
徳
二
年

(
一
四
五
〇
)

に
明
秀
光
雲

(
一
四
〇
三
～

一
四
八
七
)
が
開
創
し
た
。
そ
の
後
、
後
奈

良
天
皇

や
正
親
町
天
皇
の
勅
願
所
と
な
る
。
し
か
し
、
天
正
十
年

(
一

五
八
二
)
の
秀
吉
の
紀
州
攻
め
に
よ
り
焼
失
し

て
い
る
。
だ
が
、
そ
の

後
の
再
興
に
よ
り
伽
藍

・
寺
宝
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
当
寺
に
伝
わ
る

藤
原
経
範
撰
の

「善
慧
上
人
賛
」
(軸
装
)
は
證
空

に
つ
い
て
の
最
初
の

賛
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「善
慧
上
人
賛
」

の
原
文
を
紹
介
す
る
。

「善
慧
上
人
其

天
暦
之
餘
流
日
域
之
教
主
也

西
山
善
峯
寺
之
春
雲
複
伽
藍
以
弘
西
土
之
業

城
南
遣
迎
院
之
秋
月
潜
貝
葉
以
致
南
謨
之
勤

實
是
禅
与
律
交
修
定
与
恵
相
養
経
根
論
枝

門
無
不
究
遍
領
羯
磨
會
為
上
首
化
木
叉
衆
果

巨
萬
蓋
如
羽
附
風
如
水
會
海
宴
乃
真
如
之
冠
冕

鍾
冶
之
爐
肆
而
已
傍
凝
寸
丹
之
信
写
以
後
素
之
閲

遂
仰
作
賛
其
辞
日

善
恵
上
人

本
師
法
然

在
俗
少
日

求
道
多
年

神
性
聒
世

生
知
稟
天

八
宗
顕
密

戒
珠
光
鮮

二
門
定
散

智
鏡
月
圓
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相
観
十

六

学
徒

三
千

法
弘
布

薩

人
結

機
縁

七
旬

唱
滅

化
去
檀

煙

右
従
三
位
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣

経
範
之
撰

洛
東
山
野
衲
貞
準
拝
写

〔
印

〕」

更

に
、

筆

者

の
拙

い
読

み

下

し

を

添

え

た

い
。

善
慧

上
人
は
そ
れ
天
暦

の
余
流
日
域

の
教
主
な
り
。

西
山
善

峯
寺

の
春
雲
は
伽
藍

に
複
な
り
、
以
て
西
土

の
業
を
弘

む
。

城
南
遣

迎
院

の
秋
月
は
貝
葉

に
潜

ん
で
、
以
て
南
謨

の
勤
を
致
す

。

実

に
こ
れ
禅

と
律
と
交

修
し
、
定
と
恵
と
相
養

う
。

経

は
根

に
し
て
論
は
枝

な
り
。
門
究
ら
ざ

る
こ
と
な

し
。

遍
く
羯
磨
会

を
領

め
上
首

と
し
て
木

叉
の
衆
を
化
す
。

巨
万
を
果
す

こ
と
蓋

し
羽
の
風

に
附
す
如
く
水

の
海

に
会
す
如

し
。

宴

に
乃

ち
真
如

の
冠
冕

鍾
冶

の
爐
肆

の
み
、
傍

て
寸
丹

の
信
を
凝
ら

し
写

す

に
後
素

の
閲

を
以

て
し

遂

に
仰

い
で
賛
を
作
す
。

そ

の
辞

に
い
わ
く

善
慧
上
人

は
本
師
法
然
な
り

在
俗

は
少

日
に
し
て
求
道

は
多
年

な
り

神
性

は
世

に
聒

し
く
生
知

は
天

に
稟
く

八
宗

の
顕
密
、
戒
珠

の
光
、
鮮
や

か
な
り

二
門

の
定
散
、
智
鏡

の
月
、
円

か
な
り

相
観
十

六
、
学
徒
三
千

法
、
布
薩

を
弘
め
、

人
、

機
縁
を
結
ぶ

藤
原
経
範

撰

「善
慧

上
人
賛
」

に

つ
い
て

(中

西
)

七
旬
に
し
て
滅
を
唱
へ
、
化
し
て
檀
煙
に
去
る
」

つ
ま
り
、
こ
の
賛
の
内
容
は
證
空

の
出
家

・
天
性

・
修
学

・
教
化

・

入
滅
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
更
に
、

こ
の
前
半
は
寰
空
貞
準

(
一
六

二
七
～

一
六八
五
)
が
書
き
添
え
た
文
章
で
あ

る
。

こ
の
軸
銘
に
は

「第
四
類
第

一
種
貞
準
筆

西
山
国
師
讃
」
と
あ
り
、

法
量
は
縦
三
四

・
五
糎
、
横
五
六

・
六
糎
で
あ
る
。

二

こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
の
撰
者
藤
原
経
範

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
次
の

藤
原
南
家

の
系
図
上
に
確
め
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
藤
原
氏
は
平
安
時
代
の
不
比
等

の
後
、
南
家

・
北
家

・
式

家

・
兄
家
の
四
家
に
分
れ
る
。
こ
れ
を
藤
原

四
門
、
藤
原
四
家
と
呼
称

さ
れ
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

藤
原
南
家
は
宮

の
南
方
に

あ

っ
た
の
で
南
家
と
呼
ば
れ
、
武
智
麻
呂
を
祖
と
す
る
。
そ
の
次
男
仲

麻
呂
が

二
時
政
権
を
握
り
、
淳
仁
天
皇
を
擁

立
し
て
恵
美
押
勝
の
称
を

賜
わ
り
、
権
勢
を
極
め
た
。
だ
が
、
道
鏡
と

の
権
力
闘
争
に
乱
を
起
し
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藤
原
経
範
撰

「善
慧
上
人
賛
」
に
つ
い
て

(中

西
)

敗
死
し
た
。
よ

っ
て
、
平
安
時
代
初
頭
以
降
は
勢
力
振
る
わ
ず
、
平
安

中
期
以
降
は
文
章
道
に
活
路
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
文
章
博
士

へ
の

道
を
歩
む
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
博
士
と
は
大
学
寮
紀
伝
道
の
教
官
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ

ゆ
る
、
紀
伝
道
と
は
平
安
時
代
の
大
学
の
学
科
の

一
つ
で
、
中
国
史
や

漢
文
学

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
国
史
や
漢
文
学
を
教
授

・
研
究
す
る

の
が
文
章
博
士
の
主
な
職
務
で
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
、
九
世
紀
に
お
い

て
文
章
博
士
は
漢
文
学

の
隆
盛
に
よ

っ
て
大
学
寮
筆
頭
教
官

の
位
置
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
学
寮
教
官

の
う
ち
公
卿
に
ま
で
昇

進
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
は
文
章
博
士
の
み
で
あ

っ
た
。
そ
の
数
は
十

二
世
紀

ま
で
に
十
七
名
に
な
る
。
実
は
、
そ
の

一
人
が
こ
の

「善
慧
上

人
賛
」

を
撰
し
た
藤
原
経
範
で
あ
る
。
だ
が
、
必
ず
し
も
公
卿
に
昇
進

し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
上
流
貴
族
と
交
流
す
る
機
会
が
多
か

っ
た
。

こ

の
事

柄

は

『
枕

草

子
』

八

八

、
(
1
)

「
め

で

た
き

も

の
」

段

に

「博

士
の
才
あ

る
は
、

い
と
め
で
た
し
と

い
ふ
も

お
ろ

か

な

り
。
顔

に
く
げ

に
、

い
と
下
曷

な
れ
ど
、
や
ん
ご
と
な
き
御
前

に
近
づ
き

ま
ゐ
り
、

さ
べ
き

こ
と
な
ど
問

は
せ
給

ひ
て
、
御

書

の
師

に
て
さ
ぶ
ら
ふ
は
、
う

ら
や
ま
し
く

め
で
た
く

こ
そ

お
ぼ
ゆ

れ
。
願

文
、
表
、

も
の
の
序

な
ど
作

り
い
だ
し
て
ほ

め
ら

る
る
も
、

い
と

め
で
た
し
。

法
師

の
才
あ

る
、
す

べ
て
い
ふ
べ
く
も
あ

ら
ず
。
」

こ

の
様

に
、

文

章

博

士

は
天

皇

や

摂

関

の
願

文

や

詩

序

の
作

成

に
携

わ

れ

る

こ
と

も

通

常

で

あ

っ
た
。

し

か
も

、

文

章

博

士
が

他

と
異

る

の

は
世
襲
制
で
あ
り
、
九
世
紀
の
菅
原
氏
に
始
ま
り
、
十
世
紀
に
は
大
江

氏
が
、
十

一
世
紀
に
は
藤
原
氏

(日
野
家
・
式
家

.
南
家
)
が
加
わ
る
。

そ
し
て
、
十
二
世
紀
に
入

っ
て
、
こ
の
五
家

に
よ
り
文
章
博
士
が
世
襲

制
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三

さ

て
、

藤

原

経

範

に

つ

い
て

の
経

歴

を

『
公
卿

補

任

』
(
2
)

で
尋

ね

て

み

る

。「藤
原
経
範

鎌
倉
時
代

の
人
、
非
参
議
。
文
治
三

(
一
一
八
七
)
年
生
～
正
嘉
元

(
一

二
五
七
)
年

一
月
十
四
日
没
。
七
十

一
歳
。
非
参
議
藤
原
永
範

の
孫
。
正
四

位
下

・
越
前
守
藤
原
孝
範
朝
臣

の
長
男
。
建
久
八

(
一
一
九

七
)
年
文
章
生

と
な
る
。
(
3
)

承
元

二

(
一

二〇
八
)
年
非
蔵
人

に
任
ぜ
ら
れ

る
。
建
暦
三

(
一

二

一
三
)
年
穀
倉
院

の
学
問
料
を
給
り
、
(
4
)

寛
喜
二

(
一

二三
〇
)
年
大
学
頭

に
任
ぜ
ら
れ

る
。
(
5
)

貞
永
二

(
一

二
三
三
)
十
二
月
二
十
二

日
文
章
博
士

に
任
(
6
)

ぜ
ら
れ
る
。
(
7
)

建
長
二

(
一
二五
〇
)
年
式
部
大
輔
、
同
三

(
一
二五

一
)
年

安
芸
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
康
元
元

(
一
二五
六
)
年
出
家
。」

以
上
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
、
藤
原
経
範
が

「善
慧

上
人
賛
」
を
撰
し
た
の
は
従
三
位
式
部
大
輔

の
年

代

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
建
長
二

(
一
二
五
〇
)
年
、

藤
原
経
範
が
六
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
證
空
が
入
滅
し
て
三
年
後

に
あ
た
る
。
実
は
、
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
は
證
空
に
つ
い
て
滅
後

に
最

も
早
く
記
録
さ
れ

た
史
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料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

で
は
、
ど
う
し
て
藤
原
経
範
が
こ
の
賛
を
撰
す
る
こ
と
に
な

っ

た
か
の
直
接
的
原
因
を
尋
ね
た
い
。

證
空

の
門
弟
の
な
か
道
観
坊
證
慧
は
後
嵯
峨
上
皇
の
帰
依
を
う
け
て

嵯
峨
の
地
に
浄
金
剛
院
を
開
創
す
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
流
義
は
西
山

派
嵯
峨
義
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
證
慧
に
つ
い
て
は
寰
空
貞
準
の

『
浄
土

宗
派
承
継
譜
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
次
に
紹
介
す
る
。

「道
観
上
人

諱
證
慧
文
章
博
士
孝
範

猶
子
後
嵯
峨
帝
勅

建

小
倉
山
于
浄
金
剛
院

延

師
開
山
説
法

謂

之
浄
金
剛
院
派

西
山
門
下
四
派
之
随

一
也

文

永
元
夏
五
月
初
三
日
示
寂
春
秋
七
十
歳
」

こ
の
記
事

に
よ
る
と
、
道
観
證
慧
は
文
章
博
士
孝
範

の
猶

子

で
あ

る
。
こ
の
孝
範
は
先
の
藤
原
南
家
の
系
図
上
に
確
か
め
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
孝
範
は
藤
原
経
範
の
父
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
道
観
證
慧
と

藤
原
経
範
と
は
兄
弟
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
関
係
に
よ

り
、
證
空
の
示
寂
後

に
道
観
證
慧
の
依
頼
を
う
け
て
藤
原
経
範
が

、「
善

慧
上
人
賛
」
を
撰
述
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

四

次
に
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
を
筆
写

・
加
筆
し
た
寰
空
貞
準

に
つ
い

て
尋
ね
る
。
先
ず
、
稲
村
修
道
氏
の

『禅
林
寺
誌
』
に
よ
る
と
次
の
様

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

藤
原
経
範
撰

「善
慧
上
人
賛
」
に
つ
い
て

(中

西
)

「第
四
十
五
世

寰
空
貞
準
上
人

但
州
来
迎
寺
の
徒
、
積
峰
上
人
の
嗣
、
南
楚
上
人
の
法
孫
也
。
延
宝
三
年

秋
桑
名
浄
土
寺
よ
り
曼
陀
羅
寺
に
転
じ
、
同
五
年
当
山
に
入
り
、
経
蔵
を
挽

て
今
の
地
に
立
て
、

一
切
経
を
納
め
、
地
蔵
堂
を
建
て
浴
室
を
造
り
、
門
前

北
方
に
新
に
衆
寮
を
建
つ
、
貞
享
二
年
三
月
二
十
二
日
入
寂
、
寿
五
十
九
。」

そ
し
て
、
寰
空
貞
準
に
は
次
の
様
な
著
書
が
あ
る
。

『
往
生
拾
因
新
鈔
』
三
巻
四
冊
、
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
刊

二
十
九
歳

『阿
弥
陀
経
直
解
』
三
巻
三
冊
、
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
刊

三
十
八
歳

『観
経
四
帖
疏
新
記
』
十
六
巻
、
天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
刊

五
十
六
歳

『
安
楽
集
新
鈔
』
五
巻
五
冊
、
天
和
三
年

(
二
六
八
三
)
刊

五
十
七
歳

『阿
弥
陀
経
略
解
指
要
鈔
』
三
巻
三
冊
、
貞
亨
元
年

(
一
六
八
四
)

刊

五
十
八
歳

『
浄
土
宗
派
承
継
譜
』

一
巻

一
冊
、
貞

亨

二
年

(
一
六
八
五
)
刊

五
十
九
歳

こ
の
著
書
の
内
容
か
ら
、
寰
空
貞
準
は
汎
く
浄
土
教
学
に
通
達
し
、

證
空
を
は
じ
め
西
山
派
先
徳
に
対
す
る
思
慕

の
念
を
深
く
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
の
前
半
部

分

(「善
慧
上
人
其
～
其
辞
曰
」)
は
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藤
原
経
範
撰

「善
慧
上
人
賛
」
に
つ
い
て

(中

西
)

寰
空
貞
準
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
賛
の
前
序
で
あ
る
と

と
も

に
證
空
に
対
す
る
祖
徳
顕
彰
の
内
容
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
、
寰
空

貞
準
が

證
空
に
対
し
て
ど
の
様
な
理
解

・
尊
仰
し
て
い
た
か
を
尋
ね
る

に
つ
け

て
、
『
浄
土
宗
派
承
継
譜
』
の
記
述
を
み
て
み
る
。

「證
空
上
人

初
名
解
脱
後
改

善
慧

世
姓
源
氏
天
暦
帝
裔
賀
州
刺
史
親
季
長
男
也
久
我

内
大
臣
通
親
嘉

其
聡
敏

丐
為

養
子

幼

而
有

志

出
塵

遂
許

令

出
家

十
四
歳

入

吉
水
之
室

奉
事

凡
二
十
三
年
始
学

善
導
和
尚

観
経
疏

韋
歴

三
絶

深
藤

間
奥

二
十
二
歳

受

菩
薩
戒
于
空
上
人

因

聴

菩
薩
戒
義
記

三
過
旁
肆

諸
宗

台
教
真
言
等
並
莫

不

以

稟

師
授

焉
既

空
述

選
澤

之
曰
執

勘
文
事

遂
演

講
于
藤
相
国
公

又
説

円
戒

之
場

受

親
承
訣

乃
授

戒
于
後
嵯
峨
帝

也
曽
依

慈
鎮
命

附

居

於
西
山
善
峰

盛
唱

所
承
之

一
学
徒
雲
如
集
法
幢
時
隆

乃
撰

疏
秘
決
集
曼
陀
羅
註
等

述

巳
證
奥
旨

時
人
称

曰

西
山
上
人

也

東
山
舊
記
云
後
禅
林
寺
静
遍
僧
都
至

空
師
滅
後

披

閲
選
択
集

深
慕

元
祖
遺
風

頻
帰

専
念
之
道

自
改

号
曰

心
圓
房

即
以

源
空
上
人
剛

為

祖
又
譲

東
山
於

證
空
上
人

斯
乃
師
是
以

空
公
上
足
選
澤
勘
者

也

僧
都
滅
後
兼

住
東
西
両
山

不

久
亦

三
東
山
於
法
興

自
居

西

山

以
弘

所
承

宝
治
元
冬
十

一
月
二
十
六
日
示

寂
于
白
川
遣
迎

寿

七
十

一
臘
五
十
八
」

こ
の
内
容
は
ま
さ
に
賛
の
前
序
と
相
応
す
る
こ
と
が

窺

い
知
ら

れ

る
。

五

そ
れ
で
は
、
寰
空
貞
準
は
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
を
何
時
写
し
た
の

で
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
寰
空
貞
準
が
東
山
永
観
堂
に
晋
住
し
て

か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

延
宝
五

(
一
六
七
七
)
年
～
貞
亨
二

(
一
六
八
五
)
年
の
八

年
間
の
う
ち
に
な
る
。
そ
の
明
確
な
年
代

の
確
定
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
寰
空
貞
準
が
永
観
堂
に
入
住
し
た
延
宝
五
年
は
證
空
の
生
誕
五
百

年
の
記
念

の
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
延

宝
五
年
あ
る
い
は
そ
の

後
ま
も
な
い
頃
と
推
察
で
き
る
。

更
に
、
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
が
総
持
寺

に
伝
え
ら
れ
た
縁
由
に
つ

い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
積
峯
慶
善
の
許

で
寰
空
貞
準
と
同
門
の
関
空
善
廓

(
一
六
二
六
～

一
六
七
四
、
総
持
寺
第
二

十
四
世
)
や
教
道
琢
典

(?
～

一
六
七
四

総
持
寺
第
二
十
五
世
)
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
筆
写
時
代
の
確
定
か
ら
考

え
る
と
、
こ
の
両
師
は

該
当
し
な
く
な
る
。

実
は
、
寰
空
貞
準
の
門
下
で
あ
る
皎
翁
古
白

(?
～

一
七

一
二
)
は
貞

亨
二

(
一
六
八
五
)
年
に
総
持
寺

へ
第
二
十
七
世

と
し

て
入
山
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
は
皎
翁
古
白
に
よ
り
総

持
寺

に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
こ
の

「善
慧
上
人
賛
」
は
西
山
派

に
お

い
て
伝

承

さ
れ

る
。
例
え
ば
、
光
明
寺
第
三
十
七
世
明
空
澤
了

(
一
六
四
五
～

一
七
三
〇
)
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は
亨

保

十

(
一
七
二
五
)
年

に

開

版

し

た

『
西

山

派

十

二

祖

賛

略
伝

』

の
證

空

の
記

事

に
も

引

用

し

て

い
る

。

又

、

西

山
浄

土

宗
総

本

山
光

明

寺

蔵

の
證

空

の
画

賛

と

し

て
も

用

い
ら

れ

て

い
る

。

こ

の
様

に
、

汎

く

流

布

伝

承

さ

れ

て

い
た
が

、

未

だ

そ

の
史

料

的

価

値

の
発

見

に
至

ら

な

か

っ
た

の

で
あ

る

。

1

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
十
九
。

一
三
七
～

一
三
八
頁
。

岩
波
書
店

、

昭
和
三
十
三
年
刊
。

2

野
島
寿
三
郎
編

『
公
卿
人
名
大
事
典
』
、

紀
伊
国
屋
書
店
、

平
成
六
年

七
月
刊
。
参
照
。

3

非
蔵
人
と

は
良
家

の
子
弟

の
六
位

に
叙

せ
ら
れ

て
い
る
者

の
中
か
ら
選

任

せ
ら
れ
、
昇
殿
を
許
さ
れ

て
殿
上

の
雑
務

に
従
事
す

る
の
を
職
務
と

し

た
も

の
。

い
わ
ゆ

る
、
蔵
人

に
至

る
楷
悌

の
職

の
ご

と
く

い
い
、
ま
た

公

事
を
奉
行

し
な

い
も

の
で
あ

る
。
そ

の
職
名

は
蔵
人

に
あ
ら
ず

し
て
蔵

人

の
ご
と
く
昇
殿

し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
よ
る
。

4

穀
倉
院
と

は
平
安
時
代
初
期

に
名
前

の
如
く
米
穀

の
収
納
す

る
貯
蔵
庫

と

し
て
成
立

し
、
次
第

に
内
廷
経
済

の
中

心
的
官
司

に
発
展

し
、
平
安
時

代
後
期

に
至

っ
て
そ

の
機
能
が
低
下

し
た
。

後

に
、
文
章
生

に
対
す

る
学
問
料

の
支
給
等
を
行

っ
た
。

5

学
問
料
と

は
平
安
時
代
以
降
、
学
生

や
文
章
生
を
対
象

に
給
付
さ
れ

た

費

用

の
こ
と
。
給
料
あ

る
い
は
燈
燭
料

と
も

い
わ
れ
、
給
付

は
穀
倉
院

か

ら
月
ご
と

に
支
給
さ
れ

た
か
ら
穀
倉
院
月
料
と
も
言

っ
た
。

こ

の
学

問
料
を
受
け
る
た

め
に
は
殿

に
て
、
詩
を
賦

し
て
、

そ
の
な

か

か
ら
二
人
を
選
ぶ
試
験
が
行
わ
れ

た
。
そ

の
試
験

は
学
問
料
試
あ

る
い
は

給
料
試

と
呼

ぼ
れ
た
。

こ
の
受
給

者
は
単

に
給
費

を
受
け
た
だ
け

で
な
く
、
儒
家

の
登
竜
門

で

あ

っ
た
。

又
、

こ
の
官
給

の
穀
倉

院
学
問
料
と

は
別

に
、
藤
原
氏

の
子
弟

の
み
を

給
付

の
対
象

と
す

る
勧
学

院
学
問
料
が
設
け
ら
れ

て
い
て
、
後
者

は
藤
原

藤
原
経
範
撰

「
善
慧
上
人
賛
」

に

つ
い
て

(中

西
)

氏

の
私
財
よ
り
支
給
さ

れ
た
も

の
で
あ

り
な
が
ら
、
受
給
者

の
資
格

は
穀

倉

院
の
給
料
学
生
と
同
等
と
看
做
さ
れ

た
か
ら
、
文
章
生

の
昇
進

は
他
氏

に
く

ら
べ
藤
原
氏

の
方
が
有
利

で
あ

っ
た
。

6

大
学
頭

と
は
大
学
寮
を
代
表
す

る
職
務

で
あ
る
。
大
学
寮
と

は
中
央
官

人
養

成
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
機
関

で
あ

る
。
だ
が
、
全

て
の
官
人
が
大

学
寮

で
学
ん
だ
わ
け

で
は
な
く
、
実
際

に
は

一
部
中
下
級
官
人

を
養
成

し

た
に
と
ど
ま

っ
た
。
そ

し
て
、
大
学
寮

は
式
部
省

の
管
轄
下

に
お
か
れ
て

い
た
。

7

式
部
大
輔
と

は
式

部
省

の
官

人
で
あ
り
大
学
寮

等
を
管
す

る
。
式

部
省

に
は
式
部
卿

一
人
、
式

部
大
輔

一
人
等
が

い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

證
空
、
賛

(西
山
短
期
大
学
助
教
授
)

新
刊
紹
介

村
上
真
完

・
及
川
真
介

校
註

新
国
訳
大
蔵
経

イ
ソ
ド
撰
述
部

文
殊
経
典
部

一

阿

閣
世

王
経

・
文

殊
師

利

問

経

他

A
5
版

・
五

一
三
頁

・
定
価

一
〇
、
三
〇
〇
円

大
蔵
出
版

・
平
成
六
年

一
一
月
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